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❹ありのままの情報開示が入社後のギャップを防ぐ
RJPが生み出す、企業と個人の関係性とは？

　企業は提供していると感じていても、学生は知ることが
できていない。P８の調査ではそんな実態が見て取れた。
　では、企業のありのままをリアルに伝えるRJP実践の観
点で、企業の採用情報を学生はどう受け止めたのだろう。
学生への調査（グラフ❶）では、「課題や弱み」「実態や事実」

「仕事のつらさ」「短所」などの開示しづらそうな情報を十分
に示してくれたという声は、全体の６割前後という結果が
出た。約3割は「どちらともいえない」、１割程度はこうし
たネガティブな情報を十分に伝えてもらっていないと回答
している。
　入社前に実態を伝えることにどのような効果があるのか。
事実をありのまま伝えることが重要とするRJP理論では、
事前に会社のリアルな情報を伝えることで、入社後の「こ

んなはずじゃなかった」「聞いていない」といったショック
やギャップを予防すると指摘する。
　RJPへの懸念としてよく挙げられるのが、「応募者自らが
事前に選抜を行うセルフクリーニングによって、母集団が
小さくなり、優秀な人材と出会う機会も少なくなるので
は」というものだ。しかし、RJP理論の研究者Wanousらは、
その仕事に適した応募者の減少にはつながらないと実証実
験によって明らかにしている。

　情報開示不足による曖昧なマッチングは、入社後のリア
リティショックにつながる。直近３年以内に離職した新卒
入社者の離職理由に関する調査（グラフ❷）を大別してみる
と仕事とのミスマッチ、組織とのミスマッチが離職につな
がっているということが分かる。
　仕事とのミスマッチでは「仕事内容が合わない」が半数近

学生 包み隠さず、仕事のつらさや会社の課題や短所も含め
情報提供・開示が行われていると感じている学生は、全体の６割前後
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❶ 企業の採用情報提供に対する学生の受け止め方
※就職先確定者／単一回答

本選考前や一次面接等の選考初期の
段階から、開示しにくそうな情報も示して
くれたと感じた

提供された情報は、自社の良いイメージを
訴えているように感じた

Webサイトやパンフレット等には書いて
いない課題や弱みも伝えてくれたと感じた

自社の良いイメージよりも、実態や事実を
伝えてもらえたと感じた

仕事の喜びだけでなく、仕事のつらさも
伝えてもらえたと感じた

自社の長所ばかりでなく、短所も
分かったうえで入社してもらおうとしている
姿勢を感じた

Webサイトやパンフレット、説明会、
選考を通して、自社や仕事の
プラスイメージばかりが伝えられたと感じた

自社の組織風土・組織文化を包み隠さず
伝えてくれたと感じた

■ あてはまる　■ ややあてはまる　■ どちらともいえない　■ あまりあてはまらない　■ あてはまらない

「こんなはずじゃなかった」は
事前の想定不足からくる

RJPは新卒入社後の現実への捉え方にもかかわる

Part1 時代が求める人的資本経営と情報開示
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くを占め、次いで「労働条件」「自分の技能・能力が活かせな
い」「ノルマがきつい」が続く。仕事が合わない、思った以上
にきついなどということは、実際に仕事を経験してみない
と分からない部分も大いにあるかもしれない。しかし、学
生が主体的な選択をできるようにするためにも、具体的な
情報開示に努めたい点だといえる。
　組織とのミスマッチでは「人間関係」「賃金」「会社の理念、
文化、風土、慣習と合わない」などが挙げられる。会社の理
念や文化、風土は入社後体験に色濃く影響するものであり、
多角的に伝えることが重要だ。「会社の将来性がない」など
は、ビジネス環境の変化に起因している場合もあるだろう。
入社後に若手社員が会社の将来性のなさを感じたとき、本
人がそれを「入社後ギャップ」と捉えるのか、「立ち向かうべ
き課題」と捉えるのか。どちらになるかは、ビジョンがすり
合っているかや、事前にビジネスの現場の生々しさを伝え
られているかどうかで変わってくる可能性もある。

　今はコミュニケーションがオンライン化したことにより、
企業からは、「社員の人柄や魅力」「職場の雰囲気や組織風
土」を伝えづらくなったとの声がある（グラフ❸）。把握し
づらい情報としては学生の「人柄や魅力」がもっとも高く、
言語化が難しいと思われる情報のやりとりに課題を感じて
いるといえる。
　これらの調査結果から、これまで対面コミュニケーショ
ンで担保できていた（あるいは、できていると思っていた）
曖昧な情報の補完は、オンラインでは難しいと感じられて
いることが読み取れる。どう情報開示していくかを改めて
見つめ直す必要があるだろう。
　Part2では、「曖昧な情報マッチング」を生み出す構造につ
いて見ていきたい。

人事 企業離職理由のトップは「仕事内容が合わない」
で5割近い数字に

Web選考で伝えづらくなった情報、把握しずらく
なった情報ともに「人柄や魅力」が上位を占める
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❷ 直近3年以内に離職した新卒入社者の離職理由 ❸ Web選考で対面選考と比較して伝えづらくなった情報、
　 把握しづらくなった情報※新卒採用担当者（回答者全体）／複数回答 ※面接（Web）実施企業／あてはまるもの：複数回答
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仕事内容が合わない

ノルマがきつい

自分の技能・能力が活かせない

裁量がない、自由度が低い

有用な経験、スキルが得られない

労働時間・休日・休暇などの
労働条件
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賃金

雇用状態が不安定

勤務地や福利厚生が
希望と一致していない

人間関係

会社の将来性がない

会社の理念、文化、風土、
慣習と合わない

キャリアアップ

独立して事業を始める

健康上の理由

伝
え
る
情
報

経営の安定性・将来性

会社の知名度

社会的意義

労働条件

仕事内容

求めるスキルや能力

社員の人柄や魅力

職場の雰囲気や組織風土

把
握
す
る
情
報

人柄や魅力

働く意欲

志望度

将来のビジョン

学力

スキル・専門性

オンラインで企業と学生の
相互理解を深める工夫を
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